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令和８年第２回氷川町議会定例会会議録（第１号） 

 

令和８年６月１０日 

午前１０時００分開議 

於       議場 

 

１．議事日程（１日目） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名  

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

報告第 １号 有限会社氷川町まちづくり振興会の経営報告について 

報告第 ２号 氷川町新型インフルエンザ等対策行動計画の作成につ 

いて 

報告第 ３号 令和７年度氷川町繰越明許費繰越計算書（一般会計）   

について 

報告第 ４号 令和７年度氷川町繰越計算書（下水道事業会計）につ       

いて 

報告第 ５号 令和７年度氷川町事故繰越し繰越計算書（下水道事業

会計）について 

日程第 ５ 承認第 ２号 専決処分の報告及び承認について  

氷川町税条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 承認第 ３号 専決処分の報告及び承認について 

氷川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 承認第 ４号 専決処分の報告及び承認について  

令和８年度氷川町一般会計補正予算（第２号） 

日程第 ８ 議案第２３号 氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正

する条例について 

日程第 ９ 議案第２４号 氷川町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条

例について 

日程第１０ 議案第２５号 令和８年度氷川町一般会計補正予算（第３号）について 

日程第１１ 議案第２６号 令和８年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について 

日程第１２ 議案第２７号 氷川農業振興地域整備計画の変更について 

日程第１３ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 
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２．出席議員は次のとおりである（１２名）。 

１番  小佐井めぐみ        ２番  陳 野 智 美 

３番  飯 田 健 二        ４番  西 尾 正 剛 

５番  清 田 一 敏        ６番  長 尾 憲二郎 

７番  上 田 俊 孝        ８番  吉 川 義 雄 

９番  片 山 裕 治       １０番  米 村   洋 

 １１番  木 下   厚       １２番  三 浦 賢 治 

 

 

３．欠席議員はなし 

 

 

４．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  畑 野 光 昭   書 記  川 野 留 美 

 

 

５．説明のため出席した者の職氏名 

町    長  藤 本 一 臣   副 町 長  橋 本 誠 也 

教 育 長  西 村   裕   総 務 課 長  坂 本 哲 也 

企画財政課長  國 岡 信 吾   税 務 課 長  荒 平 健 二 

町 民 課 長  西 村 憲 志   福祉課長補佐  岩 本 聡 志 

農業振興課長  陳 野 国 司   農 地 課 長  坂 梨 俊 弘 

建設下水道課長  白 丸 浩 二   地域振興課長  村 上 孝 治 

会計管理者  柿 本 宏 樹   学校教育課長  増 住 豪 二 

生涯学習課長補佐  永 田 雄 大   代表監査委員  前 村 裕 見 子 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三浦賢治君） 皆さん、おはようございます。 

ただいまから、令和８年第２回氷川町議会定例会を開会いたします。 

ご報告いたします。 

本日の会議につきまして、町長並びに教育長からそれぞれ尾崎福祉課長、谷岡

生涯学習課長が、体調不良により欠席し、代わって岩本福祉課長補佐並びに永田

生涯学習課長補佐を説明委員として出席させたい旨の通知がありましたので、議

長におきまして、これを受理しておりますので、ご了承願います。 

次に、４月１日付けをもって、副町長に就任されました橋本誠也君並びに代表

監査委員に就任されました前村裕見子君から、就任のご挨拶を頂きたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

初めに、橋本副町長よりお願いいたします。 

○副町長（橋本誠也君） 

この４月に副町長に就任しました橋本誠也でございます。 

私のふるさとである氷川町のために、働く機会を頂き、大変光栄に思いますと

ともに、この議場に立って、改めて、その職責の重さを実感しています。 

就任して２カ月ちょっと過ぎましたが、この町は本当に人と人とのつながりが

強く、それぞれの地域で元気に頑張っておられる方々もたくさんおられます。 

豊かな自然や歴史があり、地理的な利便性も比較的良いところにあるなど、発

展のためのさまざまな可能性はこの町を秘めていると改めて感じているところで

す。 

この可能性を伸ばし、さらなる発展につなげていくことが、町政を預かる私た

ちの使命であります。 

私のこれまでの行政経験なども生かして、この発展を後押しするような風を吹

かせていきたいと思います。 

藤本町長のリーダーシップのもと、町職員と一丸となって、そして町議会の皆

さまのご理解とご協力を賜りながら、町民の皆さまが幸せを実感できる氷川町の

創造を目指し、誠心誠意力を尽くしてまいります。 

皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（三浦賢治君） 

次に、前村代表監査委員、よろしくお願いいたします。 

○代表監査委員（前村裕見子君） 

この４月から監査委員を拝命いたしました、前村裕見子と申します。 

今までの、氷川町商工会及び宇城市商工会で経験いたしましたことを生かして

いけたらと思っております。 

監査委員の、ちょっとまだ中身がはっきり勉強不足でございますが、十箱の隅

をつつくのではなく、この効率化が、町が前へ進むように、効率化が図ればと思

っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 
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以上で、副町長及び代表監査委員の就任の挨拶を終わります。 

○議長（三浦賢治君） 

これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 １ 会議録署名議員の指名  

○議長（三浦賢治君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、９番、片

山裕治君、１０番、米村洋君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 ２ 会期の決定 

○議長（三浦賢治君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は本日から６月１２日までの３日間としたいと

思います。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三浦賢治君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日から６月１２日までの３日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 ３ 諸般の報告 

○議長（三浦賢治君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

今回、受理した請願陳情等はお手元に配付しました、請願・陳情一覧表のとお

りですので資料を配付いたします。 

次に、月例現金出納検査が実施され、その報告書が提出されていますので報告

いたします。 

次に、八代広域行政事務組合令和８年２月定例会が開催され、会議録が提出さ

れていますので報告いたします。 

次に、令和８年２月２０日に開催されました、熊本県町村議会議長会第７６回

定期総会で決議されました、各郡提出の要望事項の要望活動が４月２１日に熊本

市で開催され、県当局、県議会、自民党県連に対して行われ、議長が出席しまし

たので、ご報告いたします。 

次に、５月１１、１２日、政府要望として、藤本町長、町議会議員、企画財政

課、農地課、議会事務局職員の同行のもとで実施し、金子国土交通大臣、関係す

る県関係の参議院議員、国土交通省並び農林水産省に、道路整備事業の財源確保

について、農業農村整備事業の推進についての要望書を提出してまいりましたの

でご報告いたします。 

次に、５月１５日に県町村議会議長研修会並びに第１回理事会が熊本市で開

催され、議長が出席しましたので報告いたします。 

次に、５月２６日に全国町村議会議長会、議長副議長研修会が東京都で開催

され、また２７日には、県関係国会議員への要望が行われ、議長、副議長が出席
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しましたので、ご報告いたします。 

なお、これらの報告書並び会議録は議会事務局に保管してありますので、ご

自由に閲覧願います。 

これで、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 ４ 行政報告 

報告第 １号 有限会社氷川町まちづくり振興会の経営報告について 

報告第 ２号 氷川町新型インフルエンザ等対策行動計画の作成につ 

いて 

報告第 ３号 令和７年度氷川町繰越明許費繰越計算書（一般会計） 

       について 

報告第 ４号 令和７年度氷川町繰越計算書（下水道事業会計）につ 

       いて 

報告第 ５号 令和７年度氷川町事故繰越し繰越計算書（下水道事業 

       会計）について 

日程第 ５ 承認第 ２号 専決処分の報告及び承認について  

氷川町税条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 承認第 ３号 専決処分の報告及び承認について 

氷川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 承認第 ４号 専決処分の報告及び承認について  

令和８年度氷川町一般会計補正予算（第２号） 

日程第 ８ 議案第２３号 氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正 

する条例について 

日程第 ９ 議案第２４号 氷川町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条 

例について 

日程第１０ 議案第２５号 令和８年度氷川町一般会計補正予算（第３号）について 

日程第１１ 議案第２６号 令和８年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

について 

日程第１２ 議案第２７号 氷川農業振興地域整備計画の変更について 

日程第１３ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

○議長（三浦賢治君） 日程第４、報告１号、有限会社氷川まちづくり振興会の経営

報告についてから、日程１３、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦について

までを一括議題といたします。 

町長の挨拶並びに提案理由の説明を求めます。 

町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 皆さまおはようございます。 

若鮎踊る初夏の季節を迎えておりますが、議員各位には日々ご活躍のこととお

喜びを申し上げます。 

本日は、令和８年第２回氷川町議会定例会を招集をいたしましたところ、議員
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各位には公私ともに大変お忙しい中にお繰り合わせ、ご出席を頂きまして、誠に

ありがとうございます。 

また、日頃より町政の運営につきまして、格段のご理解とご協力を賜り、心よ

り感謝とお礼を申し上げます。 

先般、令和７年度国勢調査の人口速報集計が発表されました。 

氷川町の人口が９,９８４名という調査結果が出たところであります。 

令和２年の５年前の令和２年の調査に比べまして、１,１１０名、率にしまし

て、ちょうど１０パーセントの減少であります。 

国の減少率が２.５パーセントでありますので、４倍の速さで人口が減少してい

るということでございます。 

予想はいたしておりましたものの、１万人を切る数値を目の当たりにしまし

て、改めて危機感を頂いたところであります。 

今後とも、人口減少対策に尽力をしてまいります。 

５月１１、１２日に実施をいたしました、政府要望につきましては大変お世話

になりました。 

金子国土交通大臣及び各省並びに熊本県選出の国会議員の皆さま方に、氷川町

の課題及び要望内容について直接伝えることができ、有意義な要望ができたとい

うふうに思っております。 

また、同月１２、１３日の両日に、両日ですね、全国道路利用者会議総会並び

に全国道路整備促進期成会総会が開催をされまして、そちらとの総会に出席をい

たしました。 

全国の市町村の総意として、道路整備予算確保の要望を国に伝えたところであ

ります。 

５月１８日から２１日までの４日間、町政懇談会を開催をいたしました。 

町長、町民の皆さま方と直接膝を交えての意見交換ができ、大変有意義な懇談

会であったというふうに思っております。 

陳野議員、小佐井議員には４日間とも出席を頂きました本当にありがとうござ

います。 

５月３１日に、八代海沿岸と宇土半島の４市３町を結ぶ不知火風景街道が日本

風景街道の新ルートとして選定され、登録証交付式が開催されましたので出席を

いたしました。 

今後は、民間パートナーシップ団体と行政が連携をして、観光振興、環境保全

活動を実施し、それぞれの地域活性化に向けた取組を進めてまいります。 

６月３日には、氷川町議会初めての取組として、区長会の皆さまとの意見交換

会が開催されたというふうに聞き及んでおります。 

相互に情報交換ができたものというふうに思っておりまして、大変有意義なこ

とであったというふうに思いますし、氷川町の議会倫理条例の中にも、きちんと

明記をされておりまして、報告会をするということでございまして、その第１回

が開催されたということは非常に意義のあったのかなというふうに思っておりま
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す。 

６月７日には氷川町消防ポンプ操法大会を開催いたしました。 

各分団ともに真摯に競技に取り組まれ、大会の目的である、消防技術の向上と

体力の増強はもとより、消防精神の高揚と団員相互の団結が図られた有意義な大

会だったというふうに感じております。 

児童館建設事業につきましては、国庫補助金の内示を受けましたので、計画ど

おり推進することとし、本定例会に関連予算を計上いたしております。 

なお、ペルー在住の平岡ルイス様より、本事業に対しまして１億６００万円の

寄附の申出があり、４月１６日付けで協定書を締結し、既に給付金の一部が振り

込まれているところであります。 

これからの事業の遂行に活用してまいります。 

去る５月２８日に、宮原まちづくり株式会社の臨時社員総会を開催し、会社の

解散が決議されました。 

今後は、財産等の清算業務を進めてまいります。 

また、まちづくり酒屋につきましては、町ホームページにおいて、民間業者へ

の賃貸借の情報を掲載しておりまして、数件の問合せがあっております。 

できれば、商工会をはじめ、観光物産協会や、町内の若手後継者の皆さまとの

連携による運営が行えれば、地域活性化にも役立つものというふうに考えており

ます。 

なお、同敷地内にあります蔵につきましては、タスクフォースチームから提案

のありましたチャレンジショップとしての活用を図るべく、事業予算を本定例会

に提案をしたところであります。 

令和８年度も２カ月が過ぎましたが、各分野それぞれの事務事業を計画どおり

に遂行しているところであります。 

さて、本町含めます九州北部地方も梅雨入りをいたしました。 

昨年８月の線状降水帯を起因とする豪雨災害では、内水氾濫並びに土砂崩落等

の未曽有の被害を経験いたしました。 

このことを教訓とし、これからの本格的な雨期を迎え、水害及び土砂災害等に

つきまして、警戒を怠らず、留意するとともに、大きな災害が起きないことを願

っているところであります。 

なお、整備を進めてまいりました氷川排水機場が完成をし、試運転を済ませ、

稼働を開始いたします。 

旧排水機場に比べまして約２倍の排水能力があります。旧排水機場が毎秒１４

トンの処理能力でありました。今回新しい機場は、毎秒２６トンの排水能力あり

ますので、相応の効果を得るものと考えております。 

また、先月２９日から新たな防災気象情報の運用が始まりましたので、町民の

皆さま方への周知を徹底してまいります。 

町の取組といたしましては、地区別防災計画が、町内３９地区全てで作成され

ております。 
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毎年見直しを行い、計画に沿った地区ごとの訓練を実施していただいていると

ころであります。 

自然災害に対応する緊急避難所、防災公園として、野津防災公園、宮原防災公

園の整備が完了し、供用を開始しております。 

網道防災公園につきましても、本年度から事業に着手をいたします。 

防災行政無線を活用した適時適切な情報の伝達を図ってまいります。 

総合防災マップを全世帯に配布しておりますけども、その内容を更新をし、改

めて全世帯へ配布をする予定にいたしております。 

災害を未然に、または最小限に防ぐためには、自分の身は自分で守る、自分た

ちのまちは自分たちで守るという意識を持つとともに、常に危機意識を持つこと

が必要であります。 

あわせて、有事の際の迅速的確な対応が最も重要でありまして、そのことが安

心安全に暮らせるまちづくりにつながるものというふうに考えておりますので、

今後とも、危機管理意識を高めるとともに、消防団並びに各地区の自主防災組織

の活動を支援してまいりたいというふうに思っております。 

さて、本定例会に提案をいたしておりますのは、報告５件、承認３件、条例の

一部改正２件、令和８年度氷川町一般会計並びに特別会計補正予算２件、諮問１

件、その他１件でございます。 

報告第１号は、有限会社氷川町まちづくり振興会の経営報告について、報告第

２号は、氷川町新型インフルエンザ等対策行動計画の策定について、報告第３号

は、令和７年度氷川町繰越し明許費繰越し計算書（一般会計）について、報告第

４号は、令和７年度氷川町繰越し計算書（下水道事業会計）について、報告第５

号は、令和７年度氷川町事故繰越計算書（下水道事業会計）についてでありまし

て、この後、担当課長より報告を行わせます。 

承認第２号は、専決処分した氷川町税条例の一部を改正する条例でありまし

て、報告し、承認を得るものでございます。 

承認第３号は、専決処分した氷川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

でありまして、報告し、承認を得るものでございます。 

承認第４号は、専決処分した令和８年度氷川町一般会計補正予算（第２号）で

ありまして、報告をし、承認を求めるものであります。 

議案第２３号は、氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正するも

のでございます。 

議案第２４号は、氷川町職員等の旅費に関する条例の一部を改正するものであ

ります。 

議案第２５号は、令和８年度氷川町一般会計補正予算（第３号）でありまし

て、歳入歳出それぞれ３億６,７６８万１,０００円を追加し、歳入歳出総額をそ

れぞれ９２億３,３３９万６,０００円とするものでございます。 

歳入の主な予算として、国庫支出金５,８２４万１,０００円、県支出金２,８９

６万円、寄附金１億６００万円、繰入金９,５１７万３,０００円、町債６,８９０
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万円で、歳出の主な予算は総務費９,９６０万円、民生費１億９,４７１万３,００

０円、農林水産業費３,０６７万５,０００円、商工費１,５３０万４,０００円で

あります。 

議案第２６号は、令和８年度氷川町介護保険特別会計補正予算第１号でありま

して、歳入歳出７４万７,０００円を追加し、歳入歳出総額をそれぞれ１７億３,

６０２万７,０００円とするものであります。 

内容は、国庫支出金を活用し介護保険システムを改修するものであります。 

諮問第１号は、人権擁護委員候補者の推薦について、議会の意見を求めるもの

でございます。 

議案第２７号は、氷川町農業振興地域整備計画の変更について、議会の議決を

得るものであります。 

以上、簡単に説明申し上げましたが、具体的な内容につきましては、担当課長

より説明をさせますので、よろしくご審議を頂き、円満なるご決定を頂きますよ

うお願い申し上げまして、挨拶並びに提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（三浦賢治君）これから、報告第１号から順次詳細説明を求めます。 

農業振興課長、陳野国司君。 

○農業振興課長（陳野国司君） 報告第１号、有限会社氷川町まちづくり振興会の経

営報告について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、令和７年度有

限会社氷川町まちづくり振興会の経営状況につきまして報告いたします。 

まず、事業年度であります令和７年度営業計画の実施状況から報告いたしま 

す。２ページをご覧ください。 

直売所の①につきまして、出荷協議会の会員数は伸び悩んでいる状況ですが、 

出荷品の販売状況を、出荷者と共有するとともに、スタッフ一丸となって、売れ

行きに応じた売場の整理、前出しを行い、顧客の確保と出荷意欲の向上に努めま

した。 

②、③につきましては、近年好調であったブドウの売上げが、天候不順等によ

り大きく落ち込みましたが、前年度不作であった梨の売上げが例年並みに回復し

たことや、各品目における生産者関係者との連携により、直売所全体の売上げ増

につなげることができました。品揃えを意識した仕入れを行い、ＪＡとの連携に

つきましても、トマト、塩トマト、またドレッシングやトマトケチャップなどの

加工品も含め、継続して取引を行っております。 

また、ＳＮＳ等を活用し、旬の商品の情報発信を積極的に進めました。 

レストランの①につきましては、生産者の出荷物を優先、積極的に活用すると 

ともに、生産地情報等の表示により、お客様の信頼性の向上に努めました。 

②につきましては、スタッフの不足により、毎水曜日を定休日とする営業とな

りましたが、原材料や資材等の価格高騰に対しては、原価管理を徹底し、あわせ

て人件費につきましても、細やかな勤怠管理を行うことで、経費の抑制に努めま

した。 

また、特産品を活かした新たなメニューとして、晩白柚そうめん、晩白柚うど
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んの開発に取り組み、本年度から提供を始めております。 

次に３ページをご覧ください。 

おやつ工房につきましては、夏場には吉野梨のソフトクリームや地元産のいち

ごを使用したかき氷が人気となりました。定番商品の梨カレーパンともち米のプ

チお好み焼きについても順調に売り上げ、客単価は増加しましたが、スタッフ不

足による営業日数減が影響し、年間の売上高は減となりました。 

特産品加工事業につきましては、適正な在庫管理と取引の増に努めました。 

既存取引先の取扱量増加に加え、一次加工品やオリジナル商品の新規取引先獲

得により、売上高は前年度を大きく上回る実績となりました。 

一次加工品については、大手飲食店、オリジナル商品の晩白柚サイダーにつき

ましては、九州新幹線の車内販売や新八代駅での取扱いも始まっております。 

八代地域での直売所取引につきましても継続して実施しました。 

また、ＳＮＳ等による情報発信を継続するとともに、ＥＣサイトを活用し、売

上げ向上に努めました。 

続きまして、当期の収支を報告いたします。６ページの損益計算書をご覧くだ

さい。表の右側、金額欄をご覧ください。 

売上高の合計は、上から２段目の数字、１億９,５４６万７,８９２円となりま

した。 

この売上高合計から、在庫や経費を引いたものが上から１０段目にある営業利

益金額で、１,２５８万７,２７５円となっております。 

また、この営業利益金額に、下から９段目の営業外収益合計６６万４,２２２円

を加え、下から７段目の営業外費用合計７万４,９５４円を差し引いたものが、下

から６段目にあります経常利益金額で１,３１７万６,５４３円となっておりま

す。 

結果、最下段にあります当期純利益金額につきましては、経常利益金額から特

別損失及び法人税等を差し引いた９２９万１,９９４円となっております。 

次に前のページ、５ページの貸借対照表をご覧ください。 

右下、純資産の部です。前期までの繰越利益に、当期純利益９２９万１,９９４

円を加えまして、下から７段目の数字になりますが、利益剰余金は、５,０６７万

３,４０８円となっております。 

したがいまして、純資産は資本金と合わせ、下から２段目の７,２１７万３,４

０８円を保有しております。 

最後に８ページをご覧ください。これは決算をまとめたもので、売り上げと販

売費及び一般管理費を項目別に千円単位で計上しております。 

なお、千円以下の数字は省略して説明いたします。 

まず、売上げに関しましては、上の表になります。前年との比較で主なもの

は、直売所で前年比伸び率が１００.９パーセント、１億１,１９２万円となりま

した。 

果樹類で、天候不順等によりブドウの売上げが減少し、影響を受けましたが、
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前年度不調であった梨の売上げが回復したことなどにより、最終的に前年度の売

上げを上回りました。 

レストランは前年比９８.７パーセント、２,９８７万円となりました。 

客単価は増加しましたが、スタッフ不足による営業日減などにより、売上高は

前年度に比べ減となりました。 

おやつ工房は前年度比９８.２パーセント、７６２万円となりました。 

レストラン同様、客単価は増加しましたが、スタッフ不足による営業日減の影

響で、売上高は前年度比減となりました。 

加工センターは前年比１３０.９パーセント、１,６０９万円となりました。 

一次加工品やオリジナル商品の取引先開拓により、売上高は大きく増加しまし

た。 

次に、販売費及び一般管理費に関しましては、下の表になります。 

前年比較で主なものは、１段目の給料手当で４３万円増加、最低賃金の反映等

によるものです。 

９段目の荷造り運賃発送費が７６万円増加し１,１０７万円。これは天候等の影

響により、前年度不調であった梨の出荷量が持ち直したことが主な要因です。 

１６段目の消耗品費と１８段目の水道光熱費は、それぞれ３３万円と３１万円

の減少。経費節減の意識を徹底し、令和６年度決算に引き続き前年度を下回りま

した。 

販売費及び一般管理費の合計は下から８段目にありますように、前年度から約

１２万円少ない１億８９１万円となっております。 

結果営業利益につきましては、下から７段目にある数字、前年度比６３６万円

増の１,２５８万円となり、最終利益につきましては、６ページでも説明しました

が、最下段の当期損益欄で、９２９万円の黒字となりました。 

以上で、有限会社氷川町まちづくり振興会の経営状況につきまして、報告を終

わります。 

○議長（三浦賢治君） 町民課長、西村憲志君。 

○町民課長（西村憲志君） 報告第２号、氷川町新型インフルエンザ等対策行動計画

の作成について説明いたします。 

新型インフルエンザ等特別対策措置法第８条第１項の規定により、別紙のとお

り、氷川町新型インフルエンザ等対策行動計画を作成しましたので、同条第６項

の規定により、議会へ報告するものです。 

平成２５年４月から施行された新型インフルエンザ等対策特別措置法では、新

型インフルエンザと同様に危険性のある新感染症も対象となり、同法第８条第１

項で、県の新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、市町村における行動計

画の作成が義務化されました。 

本町では、平成２１年５月に氷川町新型インフルエンザ対策行動計画を策定し

ておりましたが、この特別措置法の施行に伴い、当時の計画を平成２６年５月に

見直しております。 
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今回改定しました町の行動計画は、令和６年に改定された国の行動計画、令和

７年に改定された熊本県の行動計画に沿った内容として、新型コロナウイルス感

染症対応の課題や関係法令の改正等を踏まえ、対策項目を従来の実施体制、情報

提供と共有、予防と蔓延防止、町民の生活及び町民経済の安定の確保の４項目

に、ワクチン、保健、物資確保の３項目を加えて、７項目に拡充し、より実践的

な研修や訓練の実施、関係機関との役割分担の整理、連携体制の構築、医療提供

体制の整備などの取組を具体化するなど、平時の準備と対応などを新たに盛り込

んでおります。 

今回新たに追加したワクチンでは、新型インフルエンザ以外も念頭に、対象者

の試算、人員、会場や資材等を含めた接種体制の調整等を保険では、健康観察と

生活支援、感染状況に応じた体制づくりなどを物資確保では、感染症対策物資等

の備蓄や相互協力等について、これらの対応策を具体的に記載をしております。 

新型インフルエンザ等の対策を推進するためには、国、県、市町村などの公的

機関はもちろんのこと、医療機関や医療関係団体、ライフラインを担う事業者の

皆さまの協力が不可欠でございます。 

また、住民の皆さまにおかれましては、職場や学校、家庭での日常的な感染予

防に努めていただくことが重要です。 

町では今後もこの計画に基づき、新型インフルエンザ等の対策を推進するとと

もに、状況の変化等に応じ適宜見直しを行ってまいります。 

これで、報告第２号の説明を終わります。 

○議長（三浦賢治君） 企画財政課長、國岡信吾君。 

○企画財政課長（國岡信吾君） 報告第３号、令和７年度氷川町繰越し明許費、繰越

し計算書一般会計についてご説明いたします。 

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、令和７年度氷川町繰越し明

許費、繰越し計算書一般会計について、別紙のとおり報告いたします。 

１ページの繰越し計算書をご覧ください。 

この繰越し事業につきましては、３月議会の予算の中で、繰越し明許費として

定め、議決を頂いているものでございます。 

１０款、総務費の物価高騰対応重点支援事業のＬＰガス使用世帯支援事業か

ら、３５款、土木費の公共土木施設災害復旧事業までの１５事業で、翌年度繰越

し額の合計は、９億５７８万８,０００円になります。 

財源内訳といたしましては、既収入特定財源が８,８５７万円、未収入特定財源

である国県支出金が、５億６,１６９万７,０００円、地方債が１億５,９４０万

円、一般財源が９,６１２万１,０００円となります。 

主な繰越し理由といたしましては、国県の事業承認後の事業着手となり、年度

内の適正な工期や事業の実施期間の確保ができないなどの理由により繰越しをし

たものでございます。 

これで、報告第３号の説明を終わります。 

○議長（三浦賢治君） 建設下水道課長、白丸浩二君。 
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○建設下水道課長（白丸浩二君） 報告第４号から報告第５号まで続けて説明しま

す。 

報告第４号、令和７年度氷川町繰越し計算書下水道事業会計について、地方公

営企業法第２６条第３項の規定により、令和７年度繰越し計算書下水道事業会計

について、別紙のとおり報告いたします。 

１ページをご覧ください。 

１款、資本的支出、１項、建設改良費の上段、事業名、宮原浄化センター場内

配管等改築工事及び、下段の事業名、災害復旧事業の合計２億２,１６３万４,０

００円を令和８年度に繰り越すものです。 

財源内訳は、未収入特定財源として、国県支出金１億３２０万３,０００円、企

業債８,６７０万円、その他一般財源３,１７３万１,０００円となっております。 

理由といたしまして、改築計画や災害査定などで時間を要したため繰り越すも

のです。 

これで、報告第４号についての説明を終わります。 

続きまして、報告第５号、令和７年度氷川町事故繰越し繰越し計算書下水道事

業会計について、地方公営企業法第２６条第３項の規定により、令和７年度繰越

し計算書下水道事業会計について、別紙のとおり報告いたします。 

１ページをご覧ください。 

１款、下水道事業費用、１項、営業費用の事業名、個別排水処理事業５５６万

５,０００円を令和８年度に繰り越すものです。 

財源内訳は、未収入と特定財源として、その他一般財源５５６万５,０００円と

なっております。 

理由といたしまして、個別排水処理事業の廃止に伴い、修繕等を行う必要があ

るため繰り越すものです。 

これで、報告第５号についての説明を終わります。 

○議長（三浦賢治君） 税務課長、荒平健二君。 

○税務課長（荒平健二君） 承認第２号、専決処分の報告及び承認についてご説明い

たします。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分した事件、氷川町税条例

の一部を改正する条例について、同条第３項の規定により、別紙のとおり報告し

承認を求めるものでございます。 

１ページをご覧ください。 

専決第２号、氷川町税条例の一部を改正する条例の専決処分になります。 

主な改正内容を説明いたします。 

第１８条の３など、軽自動車税に関する条例では、軽自動車税の環境性能割の

廃止により、種別割を、軽自動車税に改めるものでございます。 

また、第３４条の７では、寄附金控除の住民税特別控除額の上限が設定される

改正が行われております。 

なお、これにつきましては、令和９年給付分から適用となります。 
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また、第６３条では固定資産税の家屋及び償却資産の免税点が引上げられ、家

屋が２０万円から３０万円、償却資産が１５０万円から１８０万円改正をされて

おります。 

固定資産税の免税点につきましては、令和９年度から適用となります。 

その他、引用条項の整理及び文言の整理など、法律改正に伴う改正を行ってお

ります。 

なお、税条例の改正内容は、令和８年４月１日から施行する必要があり、地方

税法の一部を改正する法律が３月議会閉会後に国会において成立し、改正法律が

３月３１日に公布されました。 

町議会を招集する時間的余裕がないことから、地方自治法第１７９条第１項の

規定により、令和８年３月３１日付専決処分したものでございます。 

以上で、承認第２号の説明を終わります。 

○議長（三浦賢治君） 町民課長、西村憲志君。 

○町民課長（西村憲志君） 承認第３号、専決処分の報告及び承認について説明いた

します。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和８年３月３１日付で専決処分

した事件について、同条第３項の規定により、別紙のとおり報告し承認を求める

ものです。 

１ページをご覧ください。 

専決第３号、氷川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分につ

いてでございます。 

２ページをご覧ください。 

改正内容につきましては、令和８年３月３１日付で、地方税法施行令の一部を

改正する政令の施行に伴い、国民健康保険税の賦課限度額及び国民健康保険税の

軽減判定基準額が改正となるため、条例の一部を改正するものです。 

３ページの新旧対照表をご覧ください。 

第２条第２項で、保険税の基礎課税額の賦課限度額を６６万円から６７万円に

改め、第５項で、今年４月から始まった子ども子育て支援納付金課税額の賦課限

度額を３万円と設定するものです。 

４ページをご覧ください。 

第２２条第１項第２号で、保険税の５割軽減判定において、被保険者数に乗ず

べき金額を３０万５,０００円から３１万円に改め、第３号では、２割軽減判定に

おいて、被保険者数に乗ずべき金額を５６万円から５７万円に改め、それぞれ軽

減の対象となるものの範囲を広くするものです。 

この条例は、令和８年４月１日から施行するもので、地方税法施行令の一部を

改正する政令が令和８年３月３１日に公布、４月１日の施行で、議会を招集する

時間的余裕がないことから専決処分をしたものです。 

これで、承認第３号の説明を終わります。 

○議長（三浦賢治君） 企画財政課長、國岡信吾君。 
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○企画財政課長（國岡信吾君） 承認第４号、専決処分の報告及び承認についてご説

明いたします。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和８年４月３日付で専決処分し

た事件について、同条第３項の規定により、別紙のとおり報告し承認を求めるも

のでございます。 

１ページをご覧ください。 

専決第４号令和８年度氷川町一般会計補正予算第２号になります。 

第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８０万円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ８８億６,５７１万５,０００円とするものでご

ざいます。 

次に歳出についてご説明いたします。７ページをご覧ください。 

４５款、教育費、２０項、社会教育費、５目、社会教育総務費の８０万円につ

きましては、町指定文化財の大王山古墳第２号墳に係る損害賠償請求事件におい

て、熊本地方裁判所での判決後に、控訴されたことに伴う弁護士委託料として計

上するものです。 

続きまして、歳入についてご説明いたします。６ページをご覧ください。 

９０款、５項、５目、繰越金の８０万円も今回の補正財源として、前年度繰越

金を充当するものでございます。 

以上が専決第４号の内容になります。 

本件は緊急を要し、議会を招集する時間的余裕がないことから、専決処分した

ものでございます。 

これで、承認第４号の説明を終わります。 

○議長（三浦賢治君） 総務課長、坂本哲也君。 

○総務課長（坂本哲也君） 議案第２３号並びに議案第２４号につきまして続けてご

説明させていただきます。 

議案第２３号、氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

についてご説明いたします。 

氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり

制定するため地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるもの

です。 

提案理由ですが、国家公務員等の旅費支給規程の一部改正により、宿泊料基準

額の改正が行われたため、本町特別職の宿泊料基準額の上限額を改正する必要が

あるためです。 

２ページの新旧対照表をご覧ください。 

改正の主な内容としましては、第５条に第３項を追加し、旅行中の宿泊に要す

る費用を定義し、支給額は、別表第２に定める宿泊料基準額を上限とする実費支

弁としております。 

また、ただし書におきましては、繁忙期での宿泊料の割増しを想定した実費支

弁を規定しているところです。 
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３ページをご覧ください。 

別表第２の宿泊料基準額を改定し、国家公務員等の旅費支給規定別表第２、第

１号、本俸の指定職員等欄に定める額としております。 

この条例は公布の日から施行し、令和８年４月１日から適用するものです。 

これで、議案第２３号の説明を終わります。 

続きまして、議案第２４号の説明を行います。 

議案第２４号、氷川町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例につい

て説明いたします。 

氷川町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定す

るため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものです。 

提案理由としましては、国家公務員等の旅費支給規程の一部改正により、宿泊

料基準額の改正が行われたため、本町職員の宿泊料基準額、上限額を改正する必

要があるためです。 

２ページの新旧対照表をご覧ください。 

改正の主な内容としましては、職員の宿泊料基準額を改正するもので条例第１

７条において、上限とする文言を加え、支給額は別表に定める宿泊料基準額を上

限とする実費支給としております。 

また別表の宿泊料基準額を改定し、国家公務員等の旅費支給規程別表第２、第

１号、本俸の職務の級が１０級以下の者欄に定める額としております。 

この条例は公布の日から施行し、令和８年４月１日から適用するものです。 

これで、議案第２４号の説明を終わります。 

○議長（三浦賢治君） 企画財政課長、國岡信吾君。 

○企画財政課長（國岡信吾君） 議案第２５号、令和８年度氷川町一般会計補正予算

第３号につきましてご説明いたします。 

令和８年度氷川町一般会計補正予算第３号を別紙のとおり定めるため、地方自

治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

１ページをご覧ください。 

第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億６,７６８万１,０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９２億３,３３９万６,００

０円とするものです。 

続いて４ページをご覧ください。第２表、地方債の補正になります。 

民生債の限度額４,３７０万円を追加し、農林水産業債を２億６,１００万円

へ、土木債を１億２,９１０万円へ、消防債を５,０８０万円へ、災害復旧債を３,

３８０万円へ限度額をそれぞれ変更するものです。 

次に、歳出の主なものにつきまして、ご説明いたします。１２ページをご覧く

ださい。 

１０款、総務費、５項、総務管理費、１５目、企画費の補正額１４７万４,００

０円につきましては、１２節、委託料で長期間倉庫に保管されていた、合併前の

イベント用品などの旧備品類の一括廃棄処分費といたしまして、４８万円の計上
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と２２節、償還金利子及び割引料で、地方創生臨時交付金を原資とした新型コロ

ナ対応地方創生基金について、事業終了に伴い、交付金の残額を国への返還金と

して、９７万２,０００円を計上いたしております。 

次に、３０目、情報推進費の１５３万８,０００円は、庁舎２階電算室の空調機

器の修繕料を計上するものです。 

９９目、児童館整備基金費の９,６５７万３,０００円は、児童館整備事業への

寄附金を同基金へ積み立てるものです。 

１３ページをご覧ください。 

１５款、民生費、５項、社会福祉費、５目、社会福祉総務費の６３万８,０００

円は、東上宮地区内にある、ふれあい公園の老朽化した遊具の修繕及び撤去に要

する経費を計上するものでございます。 

１５目、障害者福祉費の１２２万５,０００円は、医療費助成オンライン資格確

認し対応システム改修委託料を計上するものです。 

これは、医療機関の窓口において、マイナ保険証のみで、本町の医療費助成制

度の受給資格を確認できるようにするためのものになります。 

財源につきましては、国補助金２分の１を充当しております。 

次に、１０項、児童福祉費、５目、児童福祉総務費の１億８,９５３万３,００

０円の計上につきましては、主に児童館整備に伴う経費でございます。 

内訳の主なものにつきましては、１０節、需用費で、児童館建物表示看板作成

費として４０万７,０００円と、次に１４ページをご覧ください。 

１２節、委託料で、児童館改修工事監理業務委託料として６６９万４,０００円

を計上いたしております。 

また、１４節、工事請負費では、児童館施設本体の改修工事費及び空調設備改

修工事費として１億８,２０５万４,０００円を計上いたしております。 

次に、１５目、保育所費の４３万２,０００円の計上につきましては、国の公定

価格における副食費の単価の引上げに伴い、保育所費等への補助金の増額分を計

上するものでございます。 

２０項、５目、災害費、救助費の２５０万７,０００円は、昨年の８月豪雨で被

災した世帯への継続支援のため、当初、９月末までとしておりました地域支え合

いセンターの運営期間を、今年度末まで延長するための追加経費の計上でござい

ます。 

続いて、１５ページをご覧ください。 

２０款、衛生費、５項、保健衛生費、３５目、墓地公苑費の２,２００万円につ

きましては、昨年の８月豪雨により被災した墓地公苑の法面、復旧工事費を計上

するものでございます。 

財源といたしましては、単独災害復旧事業債を充当予定としております。 

次に、２５款、農林水産業費、５項、農業費、１０目、農業振興費の２,３７４

万５,０００円は、本年５月までに、事業の内示を受けた農業振興に係る五つの事

業に対する補助金を計上するものでございます。 
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１点目は、攻めの園芸緊急生産対策事業補助金１０２万３,０００円で、果樹の

強化棚の導入を支援する県事業であり、補助率は３分の１以内でございます。 

２点目は、園芸施設有効活用緊急支援事業補助金４９２万３,０００円で、資材

費高騰対策として、中古農業用ハウスの移設や改修を支援する県事業であり、補

助率は３分の１以内でございます。 

続いて１６ページをご覧ください。 

３点目は、熊本土地利用型農業競争力強化緊急支援事業補助金１,５０１万４,

０００円で、農事組合法人２件を対象に、コンバインの導入を支援する県事業で

あり、補助率は２分の１以内でございます。 

４点目は、地域農業構造転換支援事業補助金１８１万５,０００円で、担い手の

規模拡大に向けたトラクター等の導入を支援する国事業であり、補助率は１０分

の３以内でございます。 

５点目は、園芸産地における事業継続評価対策補助金１６０万円で、イチゴの

公設育苗課題の導入を支援する国事業であり、補助率は２分の１以内でございま

す。 

以上、５つの事業につきましては、全て国や県の補助金などで、賄われるた

め、一般財源からの支出はございません。 

次に、２５目、農地費の６９３万円は、法道寺地区内の農業用パイプライン漏

水復旧工事に伴う、団体営農業農村整備事業への町負担金を計上するものです。 

財源につきましては、過疎対策事業債を充当予定としております。 

次に、３０款、５項、商工費、１０目、商工業振興費の１,１９５万５,０００

円は、町内の新規開業の促進と雇用創出を図るため、既存の公共施設であるまち

づくり酒屋の裏の蔵を活用したチャレンジショップの改修等に要する事業費を計

上するものでございます。 

１７ページをご覧ください。 

主な内訳といたしましては、１４節、工事請負費の１,１０１万４,０００円

は、チャレンジショップで使用する施設の改修費用と、１７節、備品購入費の５

６万６,０００円は、業務用冷蔵庫等の購入にかかる費用をそれぞれ計上しており

ます。 

財源につきましては、国庫補助金２分の１を充当しております。 

次に、２５目、立神峡公園費の３３５万３,０００円につきましては、昨年の豪

雨災害で被災を受けました遊歩道法面の復旧に係る修繕料を計上するものでござ

います。 

３５款、土木費、１０項、道路橋りょう費につきましては、５目、道路橋りょ

う総務費から、２０目、橋りょう新設改良費までの道路事業の財源につきまし

て、国庫補助金の内示に伴い財源の組替えを行うものでございます。 

続いて１８ページをご覧ください。 

４０款、５項、消防費、２５目、災害対策費におきましても、網道防災公園整

備事業に係る国庫補助の内示に伴い財源の組替えを行うものでございます。 
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次に４５款、教育費、５項、教育総務費、１０目、事務局費の９９万円につき

ましては、奨学資金の貸付けの相談件数が、当初の想定を上回る見込みとなった

ため、追加計上するものでございます。 

１０項、小学校費、１０目、教育振興費における３７万４,０００円につきまし

ては、竜北西部小学校の百葉箱の整備に係る経費を計上するものです。 

財源につきましては２分の１の国補助金を充当しております。 

続いて１９ページをご覧ください。 

１５項、中学校費、５目、学校管理費の１２５万４,０００円につきましては、

生徒が学習用タブレットで利用する学習支援ソフトのライセンスの更新に伴い利

用料を計上するものでございます。 

次に１０項、社会教育費、１０目、公民館費、１８節、負担金補助及び交付金

の２５７万７,０００円は、沖塘地区、町区、下宮地区の３地区におけます地区公

民館のトイレ等の改修にかかる整備に要する補助金を計上するものです。 

続いて２０ページをご覧ください。 

２５項、保健体育費、１５目、学校給食施設費におきましては、学校給食共同

調理場の一元化に伴い、中学校組合分の学校給食負担金を、歳入への計上に伴う

財源の組替えを行うものでございます。 

続きまして歳入の主なものにつきまして、ご説明いたします。 

ページは７ページをご覧ください。 

５５款、分担金及び負担金、１０項、負担金、２５目、教育費負担金の３３７

万４,０００円は、中学校組合分の学校給食負担金を計上するものでございます。 

６５款、国庫支出金、１０項、国庫補助金、５目、総務費国庫補助金の５２４

万円は、チャレンジショップ施設整備費の財源として地域未来交付金５５０万７,

０００円の計上と、網道防災公園整備事業に係る交付金の内示に伴い２６万７,０

００円を減額計上するものでございます。 

次に１０目、民生費国庫補助金４,７６６万円は、主な内訳といたしまして５

節、社会福祉費補助金において、支え合いセンター運営費の財源として１２５万

３,０００円を計上するものです。 

次に１５節、次世代育成支援対策交付金４,５４１万８,０００円は、児童館整

備事業に係る財源として、交付金の内示に伴い計上するものでございます。 

次に２５目、土木費国庫補助金、４９５万３,０００円につきましては、道路及

び橋りょう改良費に係る交付金等の内示に伴い増額計上するものでございます。 

８ページをご覧ください。 

７０款、県支出金、１０項、県補助金、２０目、農林水産業費県補助金２,８５

７万５,０００円につきましては、パイプライン漏水復旧工事に係るものと、農業

振興費に係る事業内示に伴いそれぞれ計上するものでございます。 

次に３５目、教育費県補助金の３８万４,０００円につきましては、中学校部活

動の地域移行等に係る補助金の内示に伴い計上するものでございます。 

次に９ページをご覧ください。 
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８０款、５項、寄附金、７目、民生費寄附金の１億６００万円につきまして

は、児童館整備事業の趣旨にご賛同頂いた、ペルー共和国リマ市在住の平岡ルイ

ス様ご夫妻のご家族様からの多大なるご寄附を同事業の財源として受け入れるも

のでございます。 

８５款、繰入金、１０項、基金繰入金、７５目、児童館整備基金繰入金の９,５

１７万３,０００円につきましては、児童館整備に係る財源として、同基金から繰

り入れるものでございます。 

続いて１０ページをご覧ください。 

９９款、５項、町債の７目、民生債から１１ページの３５目、災害復旧費まで

の災害復旧費までの合計６,８９０万円につきましては、それぞれの説明欄に記載

してございます事業の財源として計上するものでございます。 

以上で、議案第２５号の説明を終わります。 

○議長（三浦賢治君） 福祉課長補佐、岩本聡志君。 

○福祉課長補佐（岩本聡志君） 議案第２６号、令和８年度氷川町介護保険特別会計

補正予算第１号について説明いたします。 

令和８年度氷川町介護保険特別会計補正予算第１号を別紙のとおり定めるた

め、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

１ページをお願いします。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７４万７,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億３,６０２万７,０００円とするも

のです。 

歳出からご説明いたします。７ページをお願いします。 

５款、総務費、５項、総務管理費、５目、一般管理費、１２節、委託料７４万

７,０００円は、介護保険法改正に伴うシステム改修業務の委託料になります。 

次に、歳入を説明いたします。６ページをお願いいたします。 

１５款、国庫支出金、１０項、国庫補助金、１５目、事業費補助金、５節、現

年度分７４万７,０００円は、説明しました介護保険法改正に伴うシステム改修に

対する国の補助金です。 

これで、議案第２６号の説明を終わります。 

○議長（三浦賢治君） 農業振興課長、陳野国司君。 

○農業振興課長（陳野国司君） 議案第２７号、氷川農業振興地域整備計画の変更に

つきましてご説明いたします。 

氷川農業振興地域整備計画を別紙のとおり変更するため、地方自治法第９６条

第２項の規定による議会の議決すべき事件を定める条例第２条の規定により、議

会の議決を求めるものでございます。 

農業振興地域の整備に関する法律に基づき策定する農業振興地域整備計画につ

きましては、社会的背景や経済情勢の変化などを考慮いたしまして、必要に応じ

て見直しを行うこととしております。 

本町の計画は、平成２０年に策定されまして、直近では、平成２６年に見直し
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をされておりますが、その後１０年以上を経過しております。 

その間、本町を取り巻く情勢の変化や各種事業の実施等により、対応した内容

に更新する必要が生じたことから、令和６年度に事業に着手いたしました。 

基礎調査除外申出受付、関係機関との協議調整計画の縦覧公告等の手続きを経

まして、本年５月に計画の変更につき県からの同意を頂いたことから、今回の提

案に至ったものでございます。 

それでは計画書につきまして、概要を説明いたします。 

今回の変更では、現状を踏まえた文言の追加修正と、基礎調査に基づくデータ

の更新が主な内容となっております。 

まず、目次を飛ばしていただきまして、１ページ目です。 

第１農用地利用計画、１土地利用区分の方向、（１）土地利用の方向のア、土

地利用の構想につきまして、本文４行目からでございますが、総土地面積３,３３

１ヘクタールに対し、国有林８２ヘクタールを除く３,２４９ヘクタールが農業振

興地域に指定されております。 

また、中段あたりですけれども、担い手不足が大きな課題となっているため、

認定農業者、集落営農組織の育成と農用地利用集積により、稼げる農業への生産

構造を図り、安定的で他産業並みの高所得を上げる経営体の育成を図ることとし

ております。 

そして下段では、農業生産の基盤となる優良農用地の確保と、住宅開発や工場

立地等のバランスをとりながら、無秩序な土地利用や荒廃農地等による農地の改

廃を防ぎ、町内の農業生産に必要な農地を営農に適した良好な状態で確保し、そ

の有効利用を図っていくことが重要との認識から、国や県が定める基本方針等を

踏まえ、優良な農地につきましては、良好な状態で維持保全し、有効利用を図っ

ていくこととしております。 

２ページをご覧ください。 

イ農用地区域の設定方針において、（ア）から（エ）まで設定方針の記載をし

ております。 

（ア）現況農用地についての農用地区域の設定につきましては、３つございま

して、１つ目は、ａの集団的に存在する農用地１０ヘクタール以上の集団的な農

用地でございます。 

２つ目は、ｂの土地改良事業又はこれに準ずる事業の施行に係る区域内にある

土地で、農業用用排水施設の新設又は変更など、５項目ございます。 

３つ目は、ｃで、ａ及びｂ以外の土地で、農業振興地域における地域の特性に

即した農業の振興を図るためその土地の農業上の利用を確保することが必要であ

る土地ということで、６項目を記載しております。 

そして、３ページの（イ）では、土地改良施設等の用に供される土地につい

て、（ウ）では、農業用施設用地についての農用地区域について、（エ）では、

現況森林原野等についての農用地区域についてそれぞれ設定方針を記載しており

ます。 
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また、（２）農業用の土地利用の方向性においては、（ア）で農用地等の利用

の方針、（イ）で用途区分の構想を示しております。 

次に、５ページの第２、農業生産基盤の整備開発計画では、１農業生産基盤の

整備及び開発の方向において、農業生産基盤整備は、県営圃場整備・農道整備事

業等により整備されており、今後は、排水改良等の整備とともに、用水対策が必

要な地区については、必要な事業等を実施し、整備を図っていくと示しており、

２農業生産基盤整備開発計画において、事業を記載しております。 

次に、６ページからの第３農用地等の保全計画では、１農用地等の保全の方向

において、農地等における冠水等の未然防止、排水改良及び農業生産の維持と、

農業経営の安定を図るための施策推進や、自然環境に向けた取組み、また、地域

住民主体の持続的な農業生産維持活動による農地の多面的機能、農用地の保全に

ついて定め、２農用地等保全整備計画において、多面的機能支払交付金事業等の

事業を掲載しております。 

また、３、４で、農用地等保全のための活動と森林の整備、その他林業の振興

との関連について触れております。 

次に、９ページからの第４、農業経営の規模の拡大及び農用地等の農業上の効

率的かつ総合的な利用の促進計画では、１農業経営の規模の拡大及び農用地等の

農業上の効率的かつ総合的な利用に関する誘導方向において、地域での中心とな

る経営体や集落営農組織の経営強化や地域の特性に応じた作付けによる農業所得

の向上を目指すこととし、町と農業者及び関係機関との協働体制を図っていくこ

ととしています。 

また、１０ページの２、農業経営の規模の拡大及び農用地等の効率的かつ総合

的な利用の促進を図るための方策の各項目において、認定農業者の育成対策、農

用地の集団化対策・流動化対策について、その内容を掲載しております。 

次に、１１ページの第５、農業近代化施設の整備計画です。 

現時点で具体的な項目は上がっておりませんが、情勢を踏まえた施設整備を必

要に応じ推進する方針です。 

そして、１２ページからの第６、農業を担うべき者の育成・確保施設の整備計

画においては、１３ページの３、農業を担うべき者のための支援の活動として、

学校における食育支援や、円滑な就農に向けたサポート、また資金面での支援や

認定農業者の共同申請、家族経営協定の締結促進など、引き続き支援を推進して

まいります。 

１４ページの第７、農業従事者の安定的な就業の促進計画では、担い手が継続

して地域農業に担えるよう、地域計画等を活用して、経営の法人化や複合化、６

次産業化等、経営体質の強化やその経営を支える人材の確保を図るものとしてお

ります。 

次に、１５ページの第８、生活環境施設の整備計画で、時代の流れに合った農

村生活環境整備を実施するものとし、町が計画している網道防災公園事業整備事

業について掲載をしております。 
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最後の第９、付図は説明した各項目に関連した図面で巻末にございます。 

また、別記農用地利用計画において、農用地の地番一覧を添付しております。 

なお、今回の変更に伴う農用地区域からの除外につきましては、令和６年度に

実施しました基礎調査に基づくデータの反映を主としており、地籍調査の結果等

に基づき確認された登記及び現況ともに山林・原野となっている土地や、開発行

為の許可が不要な施設に区分される道路事業等の公共事業を行った土地など、除

外要件として具体例が示されているものを対象としております。 

また、当該除外に伴いまして飛び地となり、集団的な領域から外れました宇城

氷川スマートインターチェンジへの進入路とアクセス道路の接続点の南側の区域

につきまして、今後の開発等も想定し、除外をしております。 

以上で、議案第２７号についての説明を終わります。 

○議長（三浦賢治君） 町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 諮問第１号についてご説明をいたします。 

下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６

条第３項の規定により、議会の意見を聞くものであります。 

住所、熊本県八代郡氷川町宮原４９０番地、氏名、廣松克房、生年月日、昭和

４６年５月２５日でございます。 

同氏は長年にわたり、役場職員として勤務をされ、実直に職務に精励をしてお

りましたが、家業の都合で本年３月３１日付で退職をいたしております。 

行政職員としての経験と温厚誠実な人柄、また、地域に精通されており、人権

擁護委員として活躍が期待できますので、推薦することについて意見を聞くもの

でございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（三浦賢治君） これで、説明が終わりました。 

１１時３０分まで暫時休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

午前１１時２０分 

午前１１時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三浦賢治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

これから質疑を行います。承認第２号について質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三浦賢治君） 質疑なしと認めます。 

次に、承認第３号について質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三浦賢治君） 質疑なしと認めます。 

次に、承認第４号について質疑ありませんか。 

西尾正剛君。 

○４番（西尾正剛君） この専決４号について、先ほどの説明では、熊本地裁の判決
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に対して、控訴されたっていうことだったんですが、これまで一審判決後とか

で、全員協議会とかがあってたんですが、それが開催されなかったもんですか

ら、３点だけお願いをしたいと思います。 

まず、一審の判決の内容、それとこの８０万円の内訳、それとこの専決が４月

ですから、もう２カ月経ってますので、どういった経緯に今なっているか。 

一審の判決内容それと８０万円の内訳、２カ月間の経緯について、その点をご

説明をお願いいたします。 

○議長（三浦賢治君） 生涯学習課長補佐、永田雄大君。 

○生涯学習課長補佐（永田雄大君） それでは説明いたします。 

一審の判決内容につきましては、原告側の請求内容につきまして、いずれも棄

却と、また、訴訟費用は原告らの負担という判決が出ております。 

また８０万円の内訳につきましては、着手金、報酬金等になっております。 

専決処分を行った件につきましては、３月末に控訴状のほうが届きましたの

で、それに伴い至急早急的に代理人弁護士を立てて対応していくということです

ので、専決予算のほうを上げさせていただいております。以上です。 

○議長（三浦賢治君） 西尾正剛君。 

○４番（西尾正剛君） とするとまだ裁判には入ってない。二審の裁判には入ってな

いっちゅうことですか。 

○議長（三浦賢治君） 生涯学習課長補佐、永田雄大君。 

○生涯学習課長補佐（永田雄大君） 今現在ですね６月２日に、第１回が開催されて

おりまして、７月に判決のほうが出る予定となっております。以上です。 

○議長（三浦賢治君） 西尾正剛君。 

○４番（西尾正剛君） このは、８０万円のお話あったんですが、一審では、今、永

田課長補佐の話では、原告が負担するということなんですが、それは被告側の町

の負担も原告が払うという理解でよろしいですか。 

○議長（三浦賢治君） 生涯学習課長補佐、永田雄大君。 

○生涯学習課長補佐（永田雄大君） 弁護士費用については、町から委託しておりま

すので、その分は、町の負担となります。 

○議長（三浦賢治君） 休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

午前１１時３５分 

午前１１時３５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（三浦賢治君） では休憩前に続き、会議を開きます。 

生涯学習課長補佐、永田雄大君。 

○生涯学習課長補佐（永田雄大君） 裁判費用につきましては、町の支出となりま

す。 

○議長（三浦賢治君） 西尾正剛君。 

○４番（西尾正剛君） ちょっと裁判提訴すること自体は国民の権利でしょうから、
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今回は、今回多分ですね、名誉毀損で訴えてそれの損害賠償請求だったと思うん

ですよ。 

これが二審で上がって、これ、今先ほど話しましたように、二審で行って、ま

た、同様な判決になればいいと思うんですけれども、今回は８０万円を組んでで

すね、前回もこれ６３万１,０００円ぐらい組んで、もうこれまで、平成２４年の

１２月から、ずっともう１４年間ぐらい裁判が行われているんですが、町として

は裁判の費用で、これまで２００万以上支出していると思うんですけれども、前

回はですね、前の生涯学習課長が、全員協議会の中で話があったのが、多分、前

回依頼された弁護士さんだったと思うんですが弁護士さんの話によると、一審の

判決はおかしいと、これは十分勝てるから、控訴しましょうということで、６１

万３,０００円補正が組まれました。 

ところが、残念ながら町の思いどおりには、なりませんでしたよね。 

それで、当時の担当課長は、これは一昨年の決算審査が終わってから、ちょっ

と思い出したように、前の課長に聞いたんですけれども、裁判は町の思いどおり

にならなかったものの、全額弁護士さんの費用を払ったんですかと聞いたとこ

ろ、いやもうそれは、弁護士さんの話もちょっと予定どおりに行かなかったもん

ですから、報酬を少し交渉いたしました。 

そういったお話だったんですよね。言いたいのはですね、もう先ほど言いまし

たように国民の権利ですから、裁判を起こすのはいいんでしょうけれども、こう

何回もですね、やっていく中で町の予算が、住民の税金でこういった弁護士さん

の負担になってくるもんですから、弁護士さんの力添えがどれだけ裁判官に反映

されるか知りませんが、こういった原告だけじゃなくして訴えられたほうのです

ね、判決文の内容で最後に、裁判費用は、原告、被告の分も原告が負担する、そ

ういった形でできないものかというふうに思います。よければ、弁護士さんとそ

ういった話もしてもらってですね、町が負担した、訴えられた側の町のその弁護

士さんの費用とかもですね、できれば、それを確保した上で、裁判を提訴すると

か、そういったことができないかなあと、いうふうに思います。 

先ほど言いましたように、弁護士さんのほう、町の思惑どおりにいかないとい

うようなことはあるんでしょうけれども、今回については１月だったですかね、

裁判所が棄却したということですから、それを不服として二審に移ったわけなん

ですけれども、そういった話もですね、十分できれば、弁護士さんのほうに申入

れとかしてもらいたいなというふうに思います。 

できましたら、二審が終了しましたら、その後、上告になるかもしれませんけ

れども、逐一よかったら、もうこういった町が訴えられている裁判ですから、全

員協議会で、説明辺りをしてほしいなというふうに思いますので、よろしくお願

いいたします。以上です。 

○議長（三浦賢治君） 米村洋君。 

○１０番（米村 洋君） ここの裁判は名誉棄損ということで、裁判してるわけでし

ょ。ね教育長。 
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だからその例えば前回１回目は、古墳についての裁判になったんだね。これに

対しての。 

そして、その勝ったか負けたかということを５分と５分だったんだ。結局、一

部は勝訴したけど一部敗訴したという見解が、そういう思いがあるんだね。 

ところが、今度はその名誉棄損ということで、結局時効を成立していながら名

誉棄損で訴えてきたということで裁判所は却下したと思うんだね。 

だから例えば永田課長補佐、先ほど原告側の負担と裁判費用はということは間

違いで、収入印紙ぐらいは原告側が負担しなきゃいかんだろう。 

裁判費用は町が負担しなきゃならん。今後、また名誉棄損ということで控訴し

た、却下して、二審も同じ、却下するだろう。 

結局もうこれだったら何かね、町に対しての何か嫌気がさして、いろんなこと

において、金を、町民の財産を使わせろということで非常に悪質なことでという

ような議会は捉え方するわけだ。 

ただね、今現在、控訴を棄却されても、裁判費用の８０万円は、これは町がも

たなきゃならん。 

こんな第三審にね、最高裁に控訴したっても一緒なことだね。非常にもう人間

的に、非常に例えばその人間性を疑う。名誉棄損というのはもう時効が成立しな

がらやってる。この前に却下したのはもう時効だからという判決文が出とんじゃ

ないの。どう教育長、それは。 

○議長（三浦賢治君） 教育長、西村裕君。 

○教育長（西村 裕君） 議員がおっしゃったとおりでございます。 

裁判費用は、こちらのほうが出す。そして裁判費用については、収入印紙等の

この分を払う。 

そして、時効成立の部分も一部ありましたので、そのことについてはまた今後

の推移を見てですね、きちんと対応してまいりたいと思います。 

○議長（三浦賢治君） 米村洋君。 

○１０番（米村 洋君） あのね、教育長。僕ら議員としてね、例えばこの裁判の在

り方ね。例えば勝訴するという気持ちでやっているのか。 

例えば町民の財産を使わせるという気持ちで、町に対してだね、非常にね、迷

惑的なことでやっとるのか。 

その辺のところはね、よく見えない。 

この原告側と、１回話をしたんだけど弁護士を交えてね、６時間ぐらい話した

ことある。 

私が議長の時に、しかし向こうの弁護士はだね、非常に町に対して好意的だっ

た。もう訴訟というのはね、勝てないって、やってもということでね、自分がそ

の弁護しながらね、そういうことの助言したことある。 

だからね非常にね何ていうのかな、やっぱり人間的にね、どうなのかとか、常

識論的なことということが非常に疑われる。 

だからね、今後はおいてですね、もう何ちゅうのかな、やっちゃならないこと
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なんだけど、これは、結局裁判なんて、みんな平等の権利で、提訴できるから仕

方ないけど、毅然とした態度でやるということで、財源がどれぐらいぶち込んだ

としてもやっていくという姿勢をね、それでやってほしいね。もう１回答弁お願

いしますよ。 

○議長（三浦賢治君） 教育長、西村裕君。 

○教育長（西村 裕君） ご指導ありがとうございました。 

本当にこの裁判につきましてはですね、長期にわたりまして訴えられ、それに

対応していくということが続いておりますけれども、こちらのほうとしても、し

っかりとこちらの主張を弁護士を通じてですね、きちんと伝えて、先ほどもあり

ましたように、事あるごとに、全員協議会とか、報告の場を設けてですね、今後

きちんと毅然とした態度で対応してまいりたいと思います。以上です。 

○議長（三浦賢治君） 西尾正剛君。 

○４番（西尾正剛君） 最後に１点ですが、今日熊日新聞が見えられてますが、平成

２４年に最初熊日新聞が訴えられたんですよね。 

その時は熊日新聞は、弁護士つけなかったんですよ。残念ながら、熊日新聞

は、一審で負けて二審で、熊日新聞は今度はきちんとした弁護士さんだったです

ね。熊日新聞が勝ちました。 

で、言いたいのはですね、前回はＮ弁護士だったもんですから、少しそういっ

たのもあったかと思うんですが、今回は、聞いたところで大村弁護士ということ

で、多分大丈夫こういったらいかんですね、弁護士の力というのも大きいと思い

ますので、そこは担当課のほうでも頑張っていただきたいなというふうに思いま

す。以上です。 

○議長（三浦賢治君） ほかにありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三浦賢治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２３号について質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三浦賢治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２４号について質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三浦賢治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２５号について質疑ありませんか。 

小佐井めぐみ君。 

○１番（小佐井めぐみ君） １３ページの１５款、１０項、児童福祉費、５目の児童

福祉総務費のところの児童費、氷川町児童館建物表示看板のところの４０万７,

０００円のところなんですけれども、これは看板幾つ分の費用かっていうのとそ

の看板の設置場所も教えていただければと思います。 

○議長（三浦賢治君） 福祉課長補佐、岩本聡志君。 

○福祉課長補佐（岩本聡志君） ご質問の表示看板ですけれども、児童館の正式名称
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と、あとご寄附を頂いきます、平岡さんの寄附されましたという表示の看板を予

定しております。 

入り口の側面に設置をしたいと思っておりますが、今後場所については、業者

と協議しながら決定したいと思っております。以上です。 

○議長（三浦賢治君） 小佐井めぐみ君。 

○１番（小佐井めぐみ君） これは案内版みたいなものではないってことですか。 

道案内のための看板ではなくて、ここが児童館ですよって児童館に直接つく看

板という認識で大丈夫ですか。 

○議長（三浦賢治君） 福祉課長補佐、岩本聡志君。 

○福祉課長補佐（岩本聡志君） 以前、竜北西部小学校の学童保育所のほうにもご寄

附頂いて、そこに表示してございます。 

ステンレス製の看板、それと同様なものをと考えております。以上です。 

○議長（三浦賢治君） ほかに質疑ありませんか。 

吉川義雄君。 

○８番（吉川義雄君） 先ほど、チャレンジショップは何ページだったかな。 

１７ページ、３０款、５項、１０目、１４節、工事請負費、チャレンジショッ

プにするために蔵を整備するということですが、蔵は全体は、建物そのものは今

のままであれをメインとされると思うんですが、中はどのようにされる予定なん

でしょうか。 

例えば、一時期そこでやって、これで商売十分、もう店を出したいなという人

おるわけですから、いろんな人たちが入ってくるかと思うんですが、近隣への防

音対策とかそういったのも入っているんでしょうか、お聞きします。 

○議長（三浦賢治君） 地域振興課長、村上孝治君。 

○地域振興課長（村上孝治君） チャレンジショップの整備につきましては、内装を

それから給排水設備、それから空調設備等を準備しているところです。 

流し台とか、で、備品のほうでもありますけども冷凍冷蔵庫、最低限飲食業を

主として想定しているところで、最低限飲食業ができるような設備を設けまし

て、それ以外でそれぞれの飲食業にも幾つか種類がありますので、そういった専

門性があるものは、利用される方に準備していただくというふうなところで考え

ているところです。 

○議長（三浦賢治君） 吉川義雄君。 

○８番（吉川義雄君） 蔵はそのものは、なかなか私は品があって、どういうふうに

表現したらいいか分かりませんが、あの蔵は２階建てになってて、話を聞きます

と、１階はなんか馬小屋として使われていたというのは聞いています。 

本当かどうかは確認はしていませんが、昨日も、ちょっと見に行きましたけ

ど、あれ内装を全部張り替えて、２階があるんですが、そういうのはどのように

されるんでしょうか。これなかなかいい建物なんだなって私は前から思ってるで

すが。 

○議長（三浦賢治君） 地域振興課長、村上孝治君。 
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○地域振興課長（村上孝治君） 蔵の今の雰囲気は残した状況で内側の壁を少しやっ

ぱり補修したりとか、２階の部分につきましては、補強とかが必要になるかと思

いますので、２階を利用するかどうかというのはまた今後検討していきたいかと

思います。 

○議長（三浦賢治君） 吉川義雄君。 

○８番（吉川義雄君） さっき、防音対策をちょっと言いましたがそれはどうされま

すか。 

○議長（三浦賢治君） 地域振興課長、村上孝治君。 

○地域振興課長（村上孝治君） すぐ西側のほうに民家がございますので、そういっ

たところも考慮した改修にしていきたいかとは思います。 

○議長（三浦賢治君） ほかにありませんか。 

飯田健二君。 

○３番（飯田健二君） ８ページをお願いします。 

７０款、県支出金、１０項、県補助金、３５目、教育費県補助金、その中でで

すね地域スポーツクラブ活動体制整備事業補助金、それとまた地方スポーツ振興

補助金のところなんです。 

もう１回ちょっと説明を、何の費用なのかを説明していただいていいですか。 

○議長（三浦賢治君） 学校教育課長、増住豪二君。 

○学校教育課長（増住豪二君） ご説明いたします。 

今回の地方スポーツ振興補助金として内定を頂いてますので、予算を計上した

ところですが、内容につきましてはですね、中学校部活動の地域展開の支援に係

る経費への支援ということ。 

それからもう１点ですね教職員の働き方改革にかかる支援ということで、目的

としてございまして、１点目が、地域展開に係る経費としまして、現在の地域ク

ラブに、地域移行が完了している種目が野球と、それからバドミントンがござい

ますので、そちらのクラブへの支援に対する報酬等の支援の経費に対する補助が

１点、地域展開をする中で、それをコーディネートするコーディネーターの人件

費に対する支援がございますので、そちらに手を挙げましたところ、内定を頂き

ましたので、今回、予算を計上したところです。以上になります。 

○議長（三浦賢治君） 飯田健二君。 

○３番（飯田健二君） 社会体育に小学校も中学校もこれから地域スポーツに変わっ

ていくというところで、結局受皿となる指導者ていう方々がきっといないとやり

たいスポーツの受皿がこの町がなくなってしまえば、その競技人口というのも減

っていくっていうことで多分、指導者に対する報酬のことだと思うてたんですけ

れども、ちょっと今回中学校というところなんですけど、小学校のほうにも、指

導者のそういった社会体育に移行してからのバスケットだったりバレーだったり

いろいろあると思うんですけど、その指導者たちにもこういった報酬というか、

そういったものは出ているのでどうでしょうか。 

○議長（三浦賢治君） 学校教育課長、増住豪二君。 
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○学校教育課長（増住豪二君） 議員ご指摘の小学校の地域分につきましては、特に

はございません。 

今回計上しているのは、中学校の部活動の地域移行についての支援でございま

す。 

○議長（三浦賢治君） ほかに質疑ありませんか。 

小佐井めぐみ君。 

○１番（小佐井めぐみ君） １４ページのさっきと同じやつの続きの１４ページの氷

川町児童館改修工事の部分で質問なんですけれども、全員協議会の時に、駐輪場

の安全性を私はちょっと町長のほうにもお尋ねしたと思うんですけど、上の丘の

ところまで自転車で登って、自転車で帰るっていうのは安全面的にすごく保護者

としても心配なので、前回も意見したところなんですけど、その際に答えていた

だいたのが、下にある町が所有してる土地も、そういうふうなものに使える可能

性はあるということでお答え頂いてたと思うんですが、この改修工事の中に駐輪

場も含まれているでしょうか。お答えお願いします。 

○議長（三浦賢治君） 福祉課長補佐、岩本聡志君。 

○福祉課長補佐（岩本聡志君） 議員のご質問にお答えいたします。 

駐輪場につきましては、上のほうに駐輪場作りますと、目の前が坂がございま

すので、帰る時に、下り坂でスピードが出過ぎて危ないとかというご指摘もござ

いまして、現在検討中でございますけれども、坂下ですとか、そういったところ

に確保できればというところで考えております。以上です。 

○議長（三浦賢治君） ほかにありませんね。 

飯田健二君。 

○３番（飯田健二君） １９ページの４５款、教育費、１５項、中学校費、５目、学

校管理費のｅ－ライブラリアドバイスライセンスっていうのは、これは中学生だ

とかが持ってるタブレットの中システム改修のものであると認識しているんです

けれども、それで間違いないかが１点。 

それとタブレット自体は、僕は氷川町はどこよりも早くですね、もうこうやっ

て、生徒１台ずつという支給をしているわけでございますけれども、心配してる

のはこのタブレット端末がどこよりも早く支給してるもんですから、もう今現在

になってそのタブレットがですよ、やっぱりパソコン系そういった機器は、経過

が年数がたっていくと動きが悪くなったりとか、そういった心配をちょっとする

んですけれどもＩＣＴの授業はしていくにしても、結局その動かなくて、それで

時間が過ぎていったりとかしてしまわないかという心配してますけど、今状況的

にはどうでしょうか。 

○議長（三浦賢治君） 学校教育課長、増住豪二君。 

○学校教育課長（増住豪二君） ご指摘のｅ－ライブラリアドバンテストライセンス

につきましては、議員おっしゃったとおりで、児童生徒が使うタブレットで行う

学習支援ソフトの更新になります。 

あとタブレットの更新につきましてはですね、現在の令和２年、それから令和
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４年、それぞれ小学校、中学校と、更新をしてまいっております。 

昨年ですね小学校のほうの更新をしておりまして、今年度中学校分を更新をす

る予定でしております。 

大体５年をめどに更新をしていく計画でございます。以上であります。 

○議長（三浦賢治君） 木下厚君。 

○１１番（木下厚君） ８ページのですね。農林水産業費県補助金ですね。 

ちょっと私さっき聞いたんですが、くまもと土地利用型農業競争力強化緊急支

援事業補助金が１,５１１万４,０００円載ってますね。これはコンバインですか

ね。 

○議長（三浦賢治君） 農業振興課長、陳野国司君。 

○農業振興課長（陳野国司君） こちらは２法人が対象で、それぞれコンバインを予

定されております。以上です。 

○議長（三浦賢治君） 木下厚君。 

○１１番（木下厚君） ちょっとさっき聞いたコンバインの補助率が２分の１ですか

ね。 

○議長（三浦賢治君） 農業振興課長、陳野国司君。 

○農業振興課長（陳野国司君） 今回の事業につきましては、補助率は２分の１以内

となっております。 

○議長（三浦賢治君） 木下厚君。 

○１１番（木下厚君） 普通の農業機械は３分の１と思っていますが、何でコンバイ

ンばかり２分の１ですか、そしてそれからですね、どこの地区とどこの地区が採

択を受けましたか、その辺のとこ教えてください。 

○議長（三浦賢治君） 農業振興課長、陳野国司君。 

○農業振興課長（陳野国司君） この事業につきましては、県の事業となりますけれ

ども、地域営農組織の育成支援としまして、行われるものでございます。 

コンバインに限らず、２分の１以内の補助となっておりまして、法人名は、農

事組合法人 令和きたかのと、農事組合法人 肥の川南となっております。以上で

す。 

○議長（三浦賢治君） 木下厚君。 

○１１番（木下厚君） ２分の１ということは大変農家にとってはありがたいことで

ございますので、その辺のところ２分の１の補助関係を、やはり営農組合あた

り、周知してもらいたいと思います。以上でございます。 

○議長（三浦賢治君） 農業振興課長、陳野国司君。 

○農業振興課長（陳野国司君） この事業につきましては、農事組合法人の６法人に

対して周知をしておりまして、要望が上がってきたものを県に上げ、今回採択を

受けたものでございます。以上です。 

○議長（三浦賢治君） 陳野智美君。 

○２番（陳野智美君） ８ページの、今、木下議員と同じとこなんですが、７０款、

県支出金、１０項、県補助金、２０目、農林水産業費県補助金の中で、説明のと
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ころにいっぱい補助金の説明がありますが、すみません昨年肥料等にも補助が出

されたと聞いてます。 

それは、この中からは出されるわけではないんでしょうか物価高騰の対策のほ

うで出されたやつだったのでしょうか。 

○議長（三浦賢治君） 農業振興課長、陳野国司君。 

○農業振興課長（陳野国司君） 令和７年度までに実施しました物価高騰対策につき

ましては、その大部分が国の交付金を財源としております。 

農業関係におきましては、燃油や各生産資材の価格高騰に加えまして、原油由

来の資材を今後確保していけるか、その点も懸念されております。 

現時点での予算計上はございませんけれども、今後動向を見据えながら必要な

対応を考えていきたいと思っております。以上です。 

○議長（三浦賢治君） ほかに質疑ありませんね。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２６号について質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三浦賢治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２７号について質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三浦賢治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に諮問第１号について、質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三浦賢治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会  午後 ０時０４分 


